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SAP® SQL Anywhere®,  
Developer Edition 

The developer edition of the SAP® SQL Anywhere® suite は、開発およびテスト用に

無償でご提供します。この開発者向けエディションは、SAP SQL Anywhereの有償運用

用エディションが搭載する機能をすべて含んでおり、 有効期限はありません。こちらから

ダウンロードいただけます：https://go.sap.corp/sa17developer

.  

オレンジ色で示されたものはバージョン 17での新機

能および大幅な強化点です。   

SAP SQL Anywhere サーバー 

 

システム要件とサポート対象プラットフォーム 

• Microsoft Windows x86 および x64 

• Linux x86、x64、および ARMv6 

• Oracle Solaris SPARC および x64 

• Apple OS X 

• IBM AIX 

• HP-UX Itanium 

• データベースサーバーには 512 MB 以上の RAM

が必要 

• データベースクライアントには 8 MB 以上の RAM 

とクライアント接続ごとに 4 KB (Unix の場合は 8 

KB) 必要 

クライアント/サーバー通信プロトコル 

• TCP/IP 

• 共有メモリー 

• Windows および Linuxの IPv6 サポート 

準拠している標準 

• エントリーレベルの ANSI SQL-92 + 拡張 

• 若干の例外は 2008 コア仕様に準拠 

• Transact-Structured Query Language (T-SQL)

 

データベース機能 

• 読み込み専用スケールアウトデータベース構成 

• Web ベースのデータベースサーバー監視 

• 空間データ 

• シーケンスジェネレーター 

• DML 文に対する SELECT 文  

• 行レベルロック 

• ハイパフォーマンスで自己チューニング機能を備え

たコストベースのクエリー最適化機能 

• 高度なクエリー実行アルゴリズム 

• 動的なキャッシュサイズ変更 

• マテリアライズドビュー 

• スナップショットアイソレーション 

• 全文検索 

• カラム圧縮 

• SQL および Java のトリガーとストアドプロシージャ

ー 

• 外部 ESQL、ODBC、Java、CLR (.NET)、Perl、

PHP のストアドプロシージャー、JavaScript ストア

ドプロシージャー 

• BLOB（バイナリラージオブジェクト）のサポート 

• XML のインポート / エクスポートと SQLX 機能 

• データベース内の JSON 

• データベースのミラーリングおよびクラスターサポ

ート 

• ノンブロックのインデックスとカラム作成 

• オンラインでのテーブルおよびインデックスの断片

化解消 

• オンラインバックアップ

https://go.sap.corp/sa17developer
https://go.sap.corp/sa17developer


 

3  / 6 

© 2015 SAP SE or an SAP affiliate company. All rights reserved. 

 

• オンラインでの再構築 

• イベントのスケジューリングと処理 

• インメモリーモード 

• Web サービスの作成と利用 

• 統合された HTTP/HTTPS サーバー 

• その他の RDBMSおよびファイルシステムへのリ

モートデータアクセス 

• OLAP クエリーのサポート 

• NCHAR データ型、アクセント知覚、Unicode 照合

アルゴリズム、ICU Unicode サポート、データベー

スタイムゾーン、TIMESTAMP WITH TIMEZONE 

データタイプなどの国際化機能 

• Windows パフォーマンスモニターとの統合 

• データベースファイルとネットワーク通信の強力な

暗号化 

• テーブルの暗号化、カスタマイズ可能な監査、パス

ワードルール、SHA-256 ハッシュ、Kerberos 認証 

• FIPS 140-2 適合 

• ロールベースのセキュリティ 

• LDAP ユーザー認証 

• デュアル制御パスワード 

• サーバーディスクのサンドボックス化 

• イベント追跡 

• データベースアイソレーション 

• 監査の強化 

• プロセッサーアフィニティコントロール 

• Point-in-time リカバリ 

• NCSLib および SAP Solution Manager のサポー

ト 

• インメモリーデータベースバリデーション

 

データベース機能 

• 空間データ 

• アプリケーションプロファイリングユーティリティ 

• グラフィカルなスキーマ設計 / リバースエンジニア

リングツール 

• グラフィカルなデータベース管理 / ブラウジングツ

ール 

• グラフィカルなクエリープランビューア、クエリーエ

ディター、統合ストアドプロシージャーデバッガー、

プロファイラーおよび同期モニタリングツール、グラ

フィカルな空間データビューア 

• インデックスコンサルタント 

• ネイティブデータアクセス (ADO.NET、OLE DB、 

ODBC3.5 (level 2)、JDBC 3.0、embedded 

SQL、Sybase Open Client 経由) 

• 幅広いプログラミングツールのサポート （SAP 

PowerBuilder® アプリケーション開発ツール、 

Microsoft Visual Studio、Embarcadero Delphi、 

Eclipse、Node.js ランタイム環境、その他多数） 

• Microsoft .NET Framework version 2.0 以降のサ

ポート 

• 幅広いプログラミング言語のサポート （C#、

VB.NET、C/C++、ASP、ASP.NET、JSP、Java、

PHP、Perl DBD、JavaScript）など 

• ロールアップ、再帰統合、インデックス統合と重複

取得などの高度な OLAP 機能 

• 米国リハビリテーション法第 508条に準拠した、身

体が不自由な人々のためのアクセシビリティサポ

ート 

• ROW データ型と ARRAY データ型 

• TRY/CATCH エラー処理 

• ODataサーバーと OData プロデューサー
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• ユーザーロック 

• 間接的な識別子テーブル参照値 

データベース統計情報 

• サーバー当たりのデータベース数 : 255 

• データベースサイズ : メモリー、ディスク空間、プラ

ットフォーム上の制約による制限のみ 

• データベースオブジェクト名の最長文字数 : 128 

テーブル統計情報 

• テーブル当たりのインデックス数 : 最大 2,048 

• テーブルサイズ : ファイルサイズによる制限のみ 

• テーブル当たりの列数 : 最大 40 億 

• テーブル当たりの列数 : 4万 5,000 

• フィールドサイズ : 2 GB 

• テーブル当たりの行数 : ファイルサイズによる制限

のみ 

• 行サイズ : ファイルサイズによる制限のみ 

ストアドプロシージャー / トリガー統計情報 

• ストアドプロシージャーの最大長 : 2 GB 

• データベース当たりのストアドプロシージャー数 : 

最大 40億 

• データベース当たりのトリガー数 : 最大 40億 

• ネスト : ディスク空間とサーバーメモリによる制限

のみ 

Ultra Light 

 

サポート対象のディプロイメントプラットフォーム 

• Apple iOS 

• Android 

• Windows Phone 

• Windows Mobile 

• Windows x86、x64、および ARM 

• Linux x86、x64、および ARM 

• Apple OS X

 

データベース機能 

• 空間データ 

• 占有メモリー容量がわずか 300KBの携帯端末 / 

スマートフォン向け超小規模データベース 

• 同期クライアントを内蔵 (バックグラウンド同期付き) 

• データ / 通信ストリームの強力な暗号化 

• トランザクション処理、参照整合性、複数テーブル

の結合、UNION操作 

• インデックスとクエリープランの使用を通じた高速な

な更新と検索 

• BLOB (バイナリラージオブジェクト) のサポート 

• イベント通知 

• 動的なキャッシュサイズ変更 

Ultra Light データベース統計情報 

• データベースサイズ: 使用可能なストレージによる

制限 (最大 2GB)  

• 行サイズ : 16 KB、BLOB データ用の追加空間あ

り 

• テーブルサイズ : データベースサイズによる制限 

• データベース当たりのテーブル数 : デバイスメモリ

による制限のみ 

• テーブル当たりの行数 : 1,600万 

• テーブル当たりの列数 : 65,535 

• トランザクション当たりのテーブル参照数 : 制限な

し 

SQL のサポート 

• TIMESTAMP WITH TIMEZONE データ型 

• INSERT、UPDATE、DELETE、SELECT の各文 

• 複数テーブルの結合 

• サブクエリー
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• 幅広い SQL 関数 

• 集計関数 

• GROUP BY 句 

• UNION 操作 

同期 

 

サポート対象の導入プラットフォーム 

• Windows x86 および x64 

• Linux x86 および x64 

• Linux ARMv6 (同期クライアントのみ) 

• Solaris SPARC 

• Apple OS X 

• IBM AIX (同期サーバーのみ) 

• HP-UX Itanium (同期サーバーのみ) 

Mobile Link の機能 

 

• リモートシステムとエンタープライズシステム (SAP 

SQL Anywhere、SAP Adaptive Server® 

Enterprise、SAP IQ データベースソフトウェア、

Oracle、Microsoft Server、IBM DB2、MySQL、 

アプリケーションサーバー、ERP システム、Web 

サービスなど ) の間の信頼性の高い双方向同期 

• SQL Anywhere および Ultra Light データベースと

SAP HANA® platform との SAP HANA remote 

data sync オプションを通じた信頼性の高い双方向

同期  

• リモートデータベースの一元管理 

• Mobile Link サーバーとリレーサーバーファームの

モニタリング 

• 動的なメモリーキャッシュ 

• ウィザード形式の同期設定 

• SAP SQL Anywhere データベース と Ultra Light 

データベースのリモートサポート

 

• TCP/IP、HTTP、HTTPS、Microsoft ActiveSync 

など複数の同期/ネットワークサーバーベースプロト

コル 

• エンドツーエンドの暗号化 

• オプションで強力な同期通信用 128ビット暗号化も

利用可能 (ＨＴＴＰサーバー互換の RSAア 暗号化

を使用する SSL/TLS など) 

• 高度な競合検出とプログラム可能な競合解決 

• Mobile Link サーバーファーム用の高可用性オプ

ション 

• Web サーバー経由の安全な通信を保証する

Relay Server 

• ワイヤレス同期への最適化 

• 何千ものリモートデータベースを 1つのMobile 

Link サーバーでサポートできる拡張性 

• 水平 / 垂直方向でのデータ抽出(サブセット化)のサ

ポート 

• データの複数のサブセットに対する優先順位ベー

スの同期 

• ファイル転送 

• サーバー起動同期および通知 

• 帯域幅の利用効率を高めるブロードキャストダウン

ロード 

• Java または Microsoft Visual Studio を使用した

埋め込み可能な同期ロジック 

• 柔軟なユーザー認証ロジック 

• 同期を開始およびモニターするための C++ およ

び .NET アプリケーション用 API 

• LDAP ユーザー認証 

• マルチスレッドのネットワーク処理 

• Support for デジタルクライアント認証(またはパス

ポート) と NCSLib ロギングのサポート 

• オフライン OData 



 

SQL Remote の機能 

 

• メッセージベースの信頼性が高い双方向同期 

• FTP、ファイルベース、電子メール(VIM、MAPI、SMTP) 

など複数の同期 / ネットワークプロトコル 

• 高度な競合検出とスクリプトによる競合解決 

• ワイヤレス同期のサポート 

• 何千ものリモートデータベースをサポート可能な拡張性 

• 水平 / 垂直方向でのデータ抽出 (サブセット化)  のサポ

ート 

• SAP  SQL Anywhere のサポート 

 

COMMUNITY NETWORK FOR SAP® SQL ANYWHERE® SOLUTIONS 

SAP Community Network (SCN) は、SAP® SQL Anywhere® ソリューションの導入プロジェクトに関して利

用者が支援やアドバイスを交換できるコミュニケーションの場を提供しています。 SAP SQL Anywhere 

Developer Center、ホワイトペーパー、Web キャストなど、SAP SQL Anywhere テクノロジーを活用するため

にお役立ていただける各種リソースへのリンクもご用意しています。  

Studio SAP | 39882enUS (15/08)  
© 2015 SAP SE or an SAP affiliate company. All rights reserved. 
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